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東京外かく環状道路は，都心から約
15km圏内を周回する約85kmの道路
である。本路線は、首都圏の渋滞緩
和、環境改善，円滑な交通ネットワー
クの実現に貢献する重要な路線であ
る。

本工事では関越自動車道と外環自動
車道を繋ぐランプ橋の製作・架設を担
当した。

東京外かく環状道路は，都心から約
15km圏内を周回する約85kmの道路
である。本路線は、首都圏の渋滞緩
和、環境改善，円滑な交通ネットワー
クの実現に貢献する重要な路線であ
る。

本工事では関越自動車道と外環自動
車道を繋ぐランプ橋の製作・架設を担
当した。

高谷JCT～大泉
JCTまで50ｋｍ
供用中

高谷JCT～大泉
JCTまで50ｋｍ
供用中

4



5

当工事は，施工地が都
心部にある事などから
施工ヤードに下記の制
約があった

近接供用中道路(黄色）
1.高速道路Ｄランプ
2.高速道路出口Ｈランプ
3.高速道路入口Ｆ・Ｉランプ
4.目白通り
近接施設等（赤）
1.隣接工区作業用通路
2.住宅地
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橋長 186100

68,277 115,623

① 施工ステップ
② 曲線送出し対策
③ 自走台車による送出し状況（映像）
④ ダブルツインジャッキによる

送出し状況（映像）

R＝550ｍ

2.807％6.0％
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第１回送出し（自走台車）

第２回,３回送出し（ダブルツインジャッキ＋エンドレス滑り装置）

B1設備

AP3 AA3AA4
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速度（m/min)軌条半径(m)半径（m)送出しﾗｲﾝ

2.500566.3RR
565.3RCL

2.491564.4RL

2.475560.8LR
559.8LCL

2.466558.9LL

RRRLLRLL

◆課題
自走台車の曲率軌
条走行
◆対策
自走台車走行速度
に曲率軌条の内外で
差を設けて対応
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① 橋脚地組・架設
② 狭小ヤード対策
③ 上梁架設状況（映像）
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円柱部円柱部

隅角部隅角部

上梁部上梁部
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◆課題
供用中道路への吊り荷はみ
出し防止
◆対策
警報装置を備えたレーザー
バリア設置

◆課題
大型クレーン組立
◆対策
リフターを用いて組立を実施

レーザーバリア検知範囲

レーザーバリア

リフター
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① CP4～５間架設要領
② CP2～４間架設要領
③ CA1～CP2間架設要領

橋長 286.000

47.900 50.894

R＝260ｍ

6.0％ 1.249％

64.106 57.569 63.331

① ＴＣＢ工法② 送出し工法③ ＴＣＢ工法
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◆課題
高速入口ランプ上空への架設であり
１ブロックごとの常設ベント設置が不可
◆対策
ベント設備を設置可能なブロック割りを
決定し，架設を２ブロックと５ブロックで地
組し架設を実施し，５ブロックのたわみ調
整用として多軸式特殊台車ベント設備を
使用

２ブロック

５ブロック

550t吊
オールテレンクレーン

多軸式特殊台車
ベント設備
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架設工法
◆課題
供用中道路（目白通り，高速
ランプ出入り口）を跨いでいる
◆対策
送出し工法を採用目白通り

高速ランプ出入り口

CP2

CP4

Cランプ第一橋
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地中埋設物
◆課題
地盤補強用タイロッドの存在
(CP1橋脚前後）

◆対策
埋設物を避けた位置への重機
設備設置を計画

地中タイロッド
設置範囲

CP1
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送出しライン設定
◆課題
既設構造物による作業
ヤード制限

・Ａランプ第二橋
・仮設桟橋

◆対策
曲線桁を直線での送出し

仮設桟橋

Ａランプ第二橋

Ａランプ第二橋

仮設桟橋 直線送出し
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◆課題
送出しラインに対して±300mmの偏心が生じるため送出
し設備を主桁受点に合わせて移動させる必要があった

エンドレス滑り装置

スライド架台

クレビスジャッキ

◆対策①
エンドレス滑り装置
本体の下にスライド
架台設置し，クレビス
ジャッキを動力として
横移動を可能にし
エンドレス受点のパッ
ド部もスライド可能な
ものを使用した

スライド式エンドレス受点
点
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◆対策②
対策①に加えて，
ガイド装置を用いて
主桁位置が所定位
置となるように維持
することで，送出し
時の方向修正作業
を低減

ガイド装置
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◆課題
先行架設されたＡラン
プ第二橋と送出し桁の
離隔が少ない

Ｃランプ第一橋

Ａランプ第二橋

◆対策
4Ｄモデルを用いて送出
しステップを再現し，構造
物との干渉確認を実施

24

落下物防護柵

合成床版側足場がＡランプ
第二橋落下物防護柵と干渉す
ることが判明

必要距離・・・高さ：250mm
幅：1050mm

計測長・・・・・高さ：246mm
幅：1008mm

※距離は足場設置時の値

側足場設置イメージ
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◆課題
初回送出し時の手延機到達時たわみ処理方法

CP３橋脚

手延機

▽送出しライン
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◆対策
到達支点の橋脚背面へ大型クレーンを配置し，手延機
先端をクレーンで吊り上げる計画とした
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◆課題
送出し支点としてのＣＰ３橋
脚は片持ち梁であり，送出し
による荷重変化でたわみ量
が変動する

◆課題
送出し支点としてのＣＰ３橋
脚は片持ち梁であり，送出し
による荷重変化でたわみ量
が変動する

CP3橋脚

レーザーレベル

◆対策
ＣＰ４橋脚上に設置した
レーザーレベルでCP3橋脚
の変動量を計測し、ジャッキ
操作に反映

◆対策
ＣＰ４橋脚上に設置した
レーザーレベルでCP3橋脚
の変動量を計測し、ジャッキ
操作に反映
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◆架設工法
架設位置は作業
ヤード内にベントを設
置できるためＴＣＢ工
法を採用

◆課題
地盤補強用タイロッ
ド直上への荷重載荷
回避
◆対策
主桁を３ブロック地
組立てし、５５０ｔ吊りク
レーンでの架設を実
施

◆架設工法
架設位置は作業
ヤード内にベントを設
置できるためＴＣＢ工
法を採用

◆課題
地盤補強用タイロッ
ド直上への荷重載荷
回避
◆対策
主桁を３ブロック地
組立てし、５５０ｔ吊りク
レーンでの架設を実
施

地中タイロッド設置範囲

地中タイロッド設置範囲

550ｔ吊
ｵｰﾙテレーンクレーン

550ｔ吊
ｵｰﾙテレーンクレーン

３ブロック地組立て
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①設備の沈下・傾斜自動計測
②連通管による設備沈下・傾斜計測
③溶接ビードゼロ仕上げ（エンドレス接触部）
④供用中道路への飛散防止対策
⑤空撮写真の平面化によるヤード検討
⑥点群データを利用した施工検討
⑦騒音・粉塵対策
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送出し時，送出し反力に影響がで
る設備沈下の自動計測を実施し，
適切な反力管理を実施

沈下傾斜自動計測対象箇所
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自動計測は送出し時など
に大きな反力が作用するベ
ントに適用。その他、現場
内に設置した全てのベント
設備組立完了後に不等沈
下確認用として連通管を設
置
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ベント設置後，透明ホー
スに着色した水を入れて着
色水の水面にマーキング
を実施
マーキングと左右の水面
との離れ量を確認

ベント設備が不等沈下
を起こした場合，連通管
内の水位はマーキング
位置との差が左右で異な
り，不等沈下を目視検知
することができる
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◆課題
下フランジ下面溶接ビード
のエンドレス滑り装置通過時
段差処理

◆対策
溶接ビードをゼロ仕上げ
とし，通過時の段差処理
を不要にして送出し時間
を削減した
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◆課題
目白通りや高速出入口
への飛散防止対策

◆対策
側足場の朝顔部を通常よ
り1.5m高くしメッシュシートを
設置
側足場通路上、底面部に
養生を追加した

高さアップ＋メッシュシート

高さアップ＋メッシュシート
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◆課題
ヤード形状が施工段階によって複雑に変化
◆対策
空撮写真を加工し，ＣＡＤ平面図へ反映

空撮写真 元データ

平面化（オルソ化）後写真

ＣＡＤ図へ反映
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◆課題
架空線などが多くあり，重機作業計画作成時に立体
的な位置関係を把握する必要があった

信号柱

架空線上での足場解体
高所作業車の使用可否確認

信号柱

4.2ｍ

点群データより4.2ｍの空間
がある事を確認

◆対策
空撮写真を平面化する過程で得られ
る点群データを活用
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◆課題
施工ヤードが住宅街に隣接しているため騒音や粉塵対策が必要

設備内に主桁組立
◆対策
防音機能を有
するパネルを使
用し防音・粉塵
対策を実施し、
設備内は粉塵
フィルターを用
いた換気口を設
けることで作業
時の安全性を確
保した
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